
紹

、
介

法
則
が
道
徳
の
基
礎
な
の
で
あ
る
。
道
徳
ほ
、
一
の
農
業
倫
理
で
あ
る
。
斯

く
重
農
畢
派
の
鏡
く
道
徳
と
は
、
功
利
的
道
徳
で
あ
り
、
土
地
所
有
者
の
み

の
手
の
及
び
う
る
、
貴
族
的
、
金
樫
的
な
道
徳
な
の
で
あ
る
Q

　
雀
に
、
　
ブ
イ
ジ
オ
ク
ラ
テ
イ
と
云
ふ
の
は
、
輩
に
一
の
纏
濟
的
大
系
で
は

な
く
し
て
、
道
徳
、
政
治
を
包
含
し
た
一
の
無
期
な
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
　
×

　
旧
以
上
が
ア
ル
ベ
…
ル
。
マ
チ
エ
ス
｝
ぴ
r
う
再
財
目
誌
露
0
8
（
H
Q
O
M
ゐ
「
…
ぢ
蜘
n
）
一
臼
取
…
近

の
す
ぐ
れ
だ
大
野
命
輿
研
究
家
の
｛
人
の
、
残
後
記
表
さ
れ
た
｝
論
文
　
（
卜
3

創
0
9
0
「
ぎ
霧
℃
o
多
5
幽
幽
鳥
o
u
・
℃
ξ
ω
凶
。
。
話
零
の
し
　
の
極
め
て
簡
軍
な
概
略
で
あ

る
Q
僅
々
十
頁
籐
の
小
論
交
に
す
ぎ
な
い
が
、
複
雑
多
鼓
な
璽
農
．
學
荻
の
攣

説
を
特
徴
的
に
要
約
し
て
み
る
。
そ
れ
は
輩
な
る
糎
滋
學
説
で
は
な
く
、
廣

く
新
治
。
道
悠
の
領
域
に
ま
で
及
び
、
自
然
法
思
想
に
立
脚
し
、
個
人
の
「
財

産
」
と
「
自
由
」
の
保
謹
を
そ
の
撰
抵
的
主
張
と
す
る
。
「
合
法
的
專
新
し
志
い

ふ
特
異
な
政
治
形
態
、
そ
れ
は
決
し
て
絶
封
政
を
強
化
す
る
も
の
で
は
な
く

鱈
主
の
恣
意
專
制
を
防
ぐ
最
艮
の
形
態
、
も
亦
こ
」
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
Q

、
土
地
所
有
者
の
み
の
…
國
酢
、
商
工
業
藩
の
軽
四
、
審
市
へ
の
非
難
等
も
、
曲
旧

業
の
唯
ヅ
生
箆
悔
を
強
調
す
る
も
の
の
必
然
的
齢
結
な
の
で
あ
る
。

　
進
渉
的
な
も
の
と
保
守
的
な
も
の
、
こ
め
槻
矛
馴
せ
る
｝
　
繭
を
も
つ
、
こ

の
畢
振
の
特
殊
性
を
、
．
マ
チ
ェ
ス
の
こ
の
、
小
論
文
の
申
に
明
確
に
理
解
す

る
こ
と
が
出
曇
る
。
（
k
〆
量
紘
窪
三
切
ε
凱
雲
。
の
蕾
ぎ
蕊
く
。
ぞ
二
〇
コ
『
讐
副
鼠
㎝
ρ

該
p
ア
努
戸
ぎ
お
恩
「
）
　
（
前
川
　
）
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○
石
橋
博
旗
蓮
謄
記
念
論
文
集

（
地
理
論
叢
第
八
輯
）

　
瀬
橋
五
郎
樽
士
が
去
る
一
月
五
臼
再
出
溶
く
撮
旛
を
迎
へ
て
退
職
せ
ら
る

㌧
に
回
り
、
門
下
生
一
同
の
勢
作
を
集
め
て
博
士
に
献
．
上
せ
ん
と
し
て
成
っ

た
も
の
が
本
書
で
あ
る
。
　
こ
の
種
記
念
論
文
集
に
は
岡
二
三
先
生
の
害
稿
を

仰
ぐ
の
が
普
池
で
あ
る
が
、
三
惑
を
か
く
る
に
忍
び
ず
と
さ
れ
る
博
士
の
御

趣
旨
を
旨
し
て
本
書
は
全
く
教
室
出
身
の
受
業
生
の
み
の
論
稿
よ
り
、
登
る
も

の
で
教
室
の
不
定
期
装
表
機
開
た
る
地
理
論
叢
の
第
八
韓
と
し
て
刊
行
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
Q

　
巻
頭
に
は
陸
士
の
一
塁
と
論
著
目
録
が
韓
録
さ
れ
、
研
究
報
告
の
三
頭
に

は
博
士
自
ら
、
我
國
地
理
學
界
の
意
図
を
執
筆
さ
れ
て
る
る
。
叉
宛
然
と
し

て
、
明
治
よ
り
昭
和
に
至
る
我
が
地
理
學
獲
達
史
で
あ
っ
て
眞
に
興
昧
津
々

た
る
も
の
が
あ
る
O

　
そ
れ
か
ら
は
卒
業
の
纈
に
、
岡
年
端
業
者
ほ
あ
い
う
え
お
順
に
編
輯
さ
れ

て
る
る
。

　
中
野
竹
附
図
氏
「
強
運
初
期
の
貿
易
と
地
理
的
環
境
」
は
螢
口
の
盛
嚢
を
農

然
地
理
的
に
叉
大
蓮
、
浦
蝋
と
の
關
係
に
於
て
究
明
し
、
三
王
寛
｝
氏
「
農
村

の
戸
口
と
土
地
と
の
儲
…
係
の
｝
面
」
は
武
下
野
濾
窪
村
を
例
と
し
て
鍛
多
の

旧
地
一
名
一
高
帳
村
鑑
等
に
よ
り
一
轍
に
於
け
る
人
口
増
減
の
趨
勢
と
土
地

剥
用
と
の
蘭
係
を
明
か
に
し
、
田
中
秀
作
氏
「
満
蒙
一
振
者
と
し
て
の
漢
族

繭
入
し
は
素
朴
勤
勉
な
る
漢
族
農
民
の
仙
に
勇
敢
櫻
敏
な
る
漢
族
商
人
も
亦

満
蒙
…
閉
叢
の
功
を
分
つ
べ
き
壌
を
難
三
三
、
油
房
、
焼
鍋
、
磨
坊
等
の
地
名

（19S　）



の
分
布
よ
り
立
差
し
、
下
田
禮
作
民
「
陶
片
職
事
ま
で
」
は
支
那
に
於
け
る
阿

片
筆
入
の
初
期
か
ら
阿
片
職
雫
に
至
る
迄
の
輕
過
を
、
殊
に
支
那
政
府
の
揮

厭
鴨
密
貿
易
の
状
態
等
を
詳
述
さ
れ
た
も
の
。
藤
田
元
春
氏
「
巌
本
人
の
用

ひ
た
航
海
用
皐
鍼
盤
に
つ
い
て
」
は
磁
針
は
支
那
人
の
獲
明
で
あ
る
が
素
針

を
主
と
し
て
半
纏
に
供
し
、
途
に
之
を
閲
越
に
傳
へ
た
の
は
日
本
人
で
あ
っ

た
、
更
に
徳
川
末
期
に
は
「
ウ
ラ
ハ
リ
」
を
獲
明
し
て
航
海
に
使
用
し
た
事
を

博
引
肇
謹
さ
れ
た
も
の
、
中
に
薬
木
製
雄
氏
の
所
説
を
批
判
さ
れ
て
る
る
の

は
注
属
す
べ
き
で
あ
る
。
小
牧
實
繁
氏
「
氣
山
津
の
攣
蓬
」
は
羅
安
朝
宋
期
か

ら
鎌
倉
峙
代
に
か
け
て
の
有
名
な
港
で
あ
っ
た
氣
山
津
が
中
世
に
於
け
る
小

鼠
の
盤
面
に
よ
り
厭
…
倒
さ
れ
、
寛
交
の
大
地
震
で
土
地
が
隆
起
し
た
爲
港
と

し
て
の
生
命
を
完
全
に
失
っ
た
過
程
を
克
明
な
脚
謡
を
附
し
て
考
究
し
た
も

の
。
小
野
鐵
二
氏
の
「
ア
ピ
ア
ヌ
ス
の
コ
ス
モ
グ
ラ
フ
イ
ア
」
は
、
嘗
て
本
誌

に
揚
載
き
れ
た
も
の
曳
綾
稿
で
一
五
五
一
年
よ
り
六
六
年
の
闘
に
各
地
で
刊

行
さ
れ
た
阪
本
の
一
つ
く
に
附
い
て
克
明
な
る
霧
誌
學
的
研
究
を
行
は
れ

た
も
の
、
入
江
久
夫
氏
「
満
蒙
の
鵬
拓
地
域
」
は
年
代
を
追
っ
て
満
蒙
の
硝
拓

の
鑛
充
を
概
説
し
た
も
の
で
、
自
宙
移
民
、
招
民
令
に
よ
る
移
民
、
封
禁
地

及
封
禁
時
代
の
移
災
旗
屯
、
政
策
的
移
民
、
屍
隅
時
代
の
黒
蝿
を
傾
げ
、
満

蒙
の
開
拓
移
民
と
そ
の
開
墾
地
が
決
し
て
、
軍
｝
で
な
か
っ
た
事
が
明
か
に

さ
れ
て
み
る
。

　
寓
川
善
女
氏
「
溜
泉
聚
落
研
究
し
は
青
森
縣
淵
瀬
石
川
流
域
に
於
け
る
温
泉

聚
落
の
磯
能
、
生
成
、
形
態
、
及
び
位
置
に
就
て
述
べ
ら
れ
て
み
る
。
村
松

繁
樹
氏
「
B
本
固
有
工
業
に
就
い
て
の
勉
理
的
若
干
の
考
察
」
は
絹
工
業
に
就

い
て
そ
の
原
料
生
産
よ
り
仕
上
げ
に
至
る
各
過
程
に
就
い
て
の
地
理
的
研
究

紹

介

で
あ
る
。
岩
根
保
重
氏
「
近
世
日
本
地
理
學
史
家
設
」
は
天
交
十
二
年
葡
入
漂

藩
よ
り
慶
癒
三
年
に
至
る
約
三
百
二
十
年
を
黎
明
期
創
始
期
興
隆
期
大
成
期

の
四
期
に
分
ち
各
瞬
期
の
代
表
作
を
通
し
て
概
論
せ
る
も
め
。
内
田
勤
氏
「
塁

南
市
の
微
氣
崩
し
は
蘂
南
7
甲
と
測
候
所
の
槻
…
遡
結
果
に
よ
り
、
市
内
は
郊

外
よ
り
も
氣
温
の
較
差
大
で
あ
り
、
雨
量
は
少
く
風
速
は
大
で
あ
る
と
結
論

し
た
。
太
田
喜
久
雄
氏
「
黄
河
河
口
の
膳
実
地
理
墨
占
的
研
究
」
は
成
規
温
五
年
北

流
以
後
に
於
け
る
黄
河
河
口
に
就
き
信
擦
す
る
に
足
る
べ
き
筈
の
十
四
葉
の

支
革
製
外
國
製
書
本
製
恥
圖
（
別
書
版
あ
り
）
を
比
較
研
究
さ
れ
た
が
、
何
れ

も
十
分
の
信
用
を
お
く
能
は
ざ
る
事
を
明
か
に
し
、
鍛
螢
的
に
は
汀
線
進
出

の
有
様
を
實
謹
す
る
事
不
可
能
な
る
も
、
抽
象
的
に
そ
の
攣
動
の
情
況
を
麟

納
さ
れ
た
Q
島
之
夫
氏
「
屋
根
の
傾
斜
と
降
実
写
と
の
關
係
に
就
い
て
」
は
本

邦
．
各
地
よ
り
蒐
集
さ
れ
た
材
料
に
基
き
誉
者
の
闘
に
は
積
極
的
相
閣
幽
係
の

見
蝦
し
難
き
嘉
を
述
べ
ら
れ
て
み
る
。
龍
本
貞
一
氏
「
地
理
學
及
び
雁
史
地

理
學
へ
の
序
訟
」
は
市
井
に
最
も
普
通
に
あ
ら
は
れ
て
み
る
地
理
書
の
分
類

よ
り
始
め
て
、
地
理
墨
・
の
地
誌
性
と
法
則
性
と
を
論
じ
結
局
地
理
學
の
法
則

は
型
で
あ
る
と
し
、
方
法
に
出
て
は
警
吏
學
と
同
様
で
あ
る
と
な
し
た
。
増

田
忠
雄
氏
「
飛
行
場
の
位
鷹
に
つ
い
て
」
は
都
市
飛
行
場
、
地
方
飛
行
場
の
交

化
核
心
と
の
閥
俵
を
の
べ
太
刀
洗
、
各
務
ケ
原
、
入
日
市
等
の
地
理
が
明
か
に

さ
れ
て
み
る
。
拙
稿
「
申
世
村
落
の
様
相
」
は
中
機
を
庄
園
の
畜
生
期
、
生
熟

期
、
柱
脚
期
に
三
分
し
各
期
の
村
落
形
態
を
考
察
し
、
一
例
と
し
て
尾
張
富

田
庄
高
野
山
の
官
営
符
庄
を
暴
げ
た
も
の
。
内
田
秀
雄
氏
「
琵
琶
湖
鶏
魚
の

商
圏
に
就
い
て
は
古
來
争
闘
最
高
の
淡
水
魚
生
産
を
誇
る
琵
琶
湖
乾
魚
の
商

圏
を
先
づ
雁
史
的
に
考
察
し
、
中
世
に
あ
っ
て
は
京
都
を
限
界
と
し
た
が
、
近
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紹

介

世
に
入
っ
て
大
阪
子
鼠
人
さ
れ
た
事
が
あ
る
が
、
現
在
で
は
湖
心
を
中
心
と

し
た
遠
心
的
な
一
個
揚
立
の
商
蘭
を
持
つ
事
を
明
か
に
し
、
更
に
小
鮎
の
全

國
的
配
給
盛
況
を
述
べ
た
も
の
、
織
田
武
雄
域
「
職
業
入
口
の
分
霧
形
態
に

製
す
る
一
考
察
し
ほ
大
正
九
年
の
則
幽
勢
調
査
報
告
の
職
階
莱
篇
に
よ
り
、
北
海

道
、
島
螺
を
除
く
内
地
の
郡
を
軍
位
と
し
て
そ
の
申
に
於
け
る
農
、
工
、
商

の
職
業
人
口
割
舎
を
算
出
し
、
昏
比
率
人
口
の
卓
越
す
る
分
布
圃
を
作
り
、
、

叉
三
角
坐
標
に
よ
っ
て
六
つ
の
纒
濟
匿
域
の
二
分
を
行
ひ
、
更
に
入
口
丁
度

型
式
を
求
め
て
我
見
の
入
口
牧
容
力
が
鰍
米
の
同
種
型
式
の
地
城
に
比
し
遙

か
に
優
れ
る
銀
を
結
論
し
た
も
の
。
溺
枝
篤
彦
氏
「
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
に
於

け
る
石
油
資
源
の
地
政
畢
的
意
義
し
は
米
國
を
除
け
ば
世
界
薩
額
の
四
〇
σ
ノ
。

を
占
め
埋
藏
量
に
至
っ
て
は
、
六
五
％
に
遜
る
ラ
テ
ソ
ー
ア
メ
リ
カ
諸
軍
の
石

油
資
源
が
そ
の
政
治
的
無
力
に
粟
ず
る
列
強
主
上
の
的
に
な
っ
て
み
る
關
係

を
地
政
學
的
に
各
鷲
別
に
概
翻
し
た
も
の
Q
辻
田
宥
左
男
氏
「
明
治
初
年
に
於

け
る
小
編
校
教
科
と
し
て
の
地
理
學
の
位
羅
に
就
い
て
」
は
京
都
府
小
帯
校
、

沼
津
兵
學
校
附
腕
小
国
校
、
小
戯
話
鋼
概
表
、
東
京
師
範
學
校
等
に
於
け
る

地
理
學
の
彼
鷹
を
楡
凝
し
地
理
學
が
學
科
の
王
座
を
占
め
し
事
あ
り
し
審
溝

が
明
か
に
さ
れ
、
野
澤
浩
氏
「
松
山
粛
の
地
理
的
考
察
」
は
主
と
し
て
・
南
域
の

獲
展
を
問
題
と
し
、
人
口
及
糎
濟
形
態
に
よ
る
市
域
の
限
界
を
試
み
、
歴
史

的
に
叢
生
以
來
の
獲
展
の
跡
を
尋
ね
將
來
の
都
市
計
蛍
に
言
及
し
、
三
津
濱

の
港
灘
を
包
里
す
べ
き
事
を
主
張
し
た
。
松
井
武
敏
氏
「
紀
北
の
纏
濟
地
誌
し

は
嘗
て
同
氏
が
本
論
叢
二
襲
．
に
議
表
せ
る
船
難
地
理
序
説
の
理
論
に
導
か
る

濫
貰
讃
的
研
究
で
生
塵
現
象
を
申
心
と
し
、
紀
伊
北
部
の
唐
然
環
象
、
現
纏

濟
入
、
文
化
環
象
の
分
析
を
行
っ
て
塘
域
及
纒
濟
形
態
の
厩
分
に
綜
合
せ
る
・
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も
の
、
密
…
賀
信
…
夫
氏
「
奥
州
街
塒
魁
の
白
南
町
」
は
山
尽
廉
潔
に
名
〔
高
い
奥
州
街
一

道
ぽ
旗
欝
よ
り
東
北
齢
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
中
世
に
は
現
白
河
町
に
近
く

搦
皇
城
が
出
來
て
此
脱
…
を
通
る
嘉
と
な
り
、
郵
須
聾
の
開
獲
に
從
っ
て
近
世

の
白
坂
を
遜
る
道
果
に
現
在
の
欝
欝
と
丙
著
し
た
露
営
と
白
河
町
の
成
立
と

を
砒
會
的
背
景
よ
り
究
萌
し
た
略
の
、
宏
藤
鐘
一
民
「
和
泉
の
登
降
」
は
昭
聯

五
年
園
勢
調
査
の
結
果
に
よ
り
職
業
別
入
欝
、
入
降
震
度
、
入
口
構
成
等
を

箕
出
し
之
を
通
し
て
地
域
町
特
挫
を
見
ん
と
せ
る
も
の
、
日
下
卓
造
疑
「
島
津

藩
老
開
田
の
一
研
究
し
は
地
勢
山
…
獣
に
隅
田
み
麟
濁
の
…
開
獲
に
不
適
當
な
る
島

津
藩
に
於
て
も
近
世
一
禽
ヨ
千
町
歩
の
薪
躍
が
あ
っ
た
譲
を
明
か
に
し
、
朝

永
陽
二
鄭
氏
「
九
州
海
岸
地
方
に
於
け
る
布
町
村
の
職
業
色
に
激
て
し
は
昭
和

五
年
園
勢
調
査
報
借
の
職
業
篇
に
よ
り
九
州
の
海
爆
市
町
村
に
於
け
る
職
業

人
口
の
舗
合
を
求
め
て
十
一
種
の
職
業
色
を
分
ち
、
そ
の
分
窃
を
概
燃
せ
る

も
の
。
山
“
畢
四
郎
氏
「
我
閣
内
地
に
於
け
る
石
炭
難
壁
の
研
究
」
は
贋
炭
の

生
産
よ
り
そ
の
獲
邊
情
溌
を
鐵
道
と
船
舶
に
分
っ
て
、
載
量
酌
に
算
出
し
て

そ
の
暴
騰
駅
路
國
を
作
製
し
濡
費
の
分
布
に
及
べ
る
券
の
、
渡
邊
久
雄
氏
「
藁

灘
巾
塊
蕃
地
考
」
は
洪
積
暦
よ
り
な
る
申
旛
憂
地
が
騰
東
入
の
熟
心
な
る
關
…

獲
殊
に
桃
閲
大
鯛
の
完
成
に
よ
る
土
地
利
縦
の
攣
化
等
を
纏
濟
地
理
的
に
取

扱
つ
た
も
の
、
、
爾
…
川
榮
一
氏
「
隙
岐
牧
蜘
に
書
す
る
一
考
察
」
は
新
史
料
に
よ

っ
て
父
上
の
牧
畑
研
究
を
蒋
考
察
せ
る
も
の
、
村
本
蓬
郎
氏
「
矢
作
川
下
流

畢
野
の
農
業
地
理
」
は
H
本
の
デ
ン
マ
ル
ク
の
穂
あ
る
こ
の
自
然
環
境
、
開
…

護
史
、
銀
、
悪
水
路
等
を
明
ら
か
に
し
農
業
生
蓬
の
昏
部
門
に
就
き
概
説
し

た
も
の
、
資
料
・
絵
録
の
藪
内
芳
彦
氏
「
日
本
の
漁
業
の
自
然
的
人
文
的
制
約

に
晶
就
’
」
」
　
は
シ
　
ユ
レ
ツ
パ
ー
氏
著
漁
戸
の
麟
刷
八
π
鴫
じ
φ
め
る
。

（£oo）



　
以
上
で
論
稿
三
十
三
篇
、
教
塞
卒
業
生
の
約
牛
数
の
寄
稿
を
網
羅
し
、
そ

れ
が
卒
業
順
に
酬
列
さ
れ
て
み
る
か
ら
讃
渚
は
又
本
書
に
よ
っ
て
常
教
室
の

學
風
並
に
そ
の
志
向
を
弓
取
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。
（
菊
版
入
六
入
頁
、
定
償
拾

圓
特
儂
九
欝
、
古
今
書
院
獲
行
）
　
〔
米
倉
〕

彙

華尺

○
考
古
學
年
報

束
京
考
古
畢
會
編

　
本
書
は
昭
和
九
年
度
に
於
け
る
本
邦
．
考
古
學
界
の
綴
織
を
整
理
し
、
此
の

方
面
に
聾
心
を
持
つ
人
士
の
便
寅
に
資
せ
ん
が
爲
．
に
編
輯
し
た
も
の
で
あ
る

隷ハ

ﾌ
内
容
は
先
づ
考
古
墨
∴
叉
賦
の
総
目
を
ぱ
A
考
古
腺
ご
般
・
理
論
文
鰍
「
、
8

日
本
内
地
考
宵
掌
文
獄
…
、
C
同
歴
墾
考
古
學
文
瞭
…
、
D
田
本
内
地
以
外
考
古

’
學
文
獄
の
西
項
に
分
か
つ
て
列
蔑
し
、
　
こ
れ
に
地
域
別
索
引
と
筆
者
別
索
引

と
を
附
し
、
次
ぎ
に
そ
の
内
主
要
な
る
論
著
の
梗
概
及
び
批
評
を
掲
げ
、
更

に
詞
年
度
に
於
け
る
本
邦
．
考
古
學
界
の
動
向
を
説
き
、
猶
巻
末
に
ほ
附
録
と

し
て
英
交
の
學
界
展
望
を
戯
・
せ
て
居
る
。
誠
に
適
寛
之
際
す
べ
き
年
報
で
あ

っ
て
、
文
獄
の
翻
に
於
て
は
殆
ど
遺
憾
な
し
と
思
は
れ
る
程
度
ま
で
網
羅
さ

れ
、
主
要
論
著
の
紹
介
批
許
、
學
日
展
整
な
ど
も
簡
に
し
て
要
を
つ
く
し
て

居
る
。
か
x
る
年
報
は
そ
れ
臼
膿
の
債
龍
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
こ
れ
を
縫

績
す
る
こ
と
に
依
っ
て
更
に
使
命
を
畿
揮
す
る
で
あ
ら
う
。
さ
れ
ば
黙
止
の

勢
を
多
と
す
る
と
共
に
こ
れ
が
縫
績
を
新
っ
て
止
ま
ぬ
。
猫
絡
り
に
注
文
と

し
て
可
及
的
に
閾
録
縛
載
の
蟄
察
を
阻
む
次
第
で
あ
る
。
大
阪
市
住
吉
町
阿

部
野
筋
三
ノ
十
、
東
京
考
古
學
工
臨
行
、
定
．
偵
重
刻
四
拾
銭
　
〔
小
野
〕

報

　　

@　

@
・
鯨
鐡
鐵
熱
蝉
紀
魏
菟
挙
行
記

箋
只
葺
・
領
導
）
蒲
辮
嶋
線
懸
鼎
騨
誤
謎
畢

　
既
β
前
夜
の
雨
模
様
ほ
打
っ
て
攣
っ
た
快
晴
と
な
り
、
前
途
の
萬
幸
を
約

す
る
檬
で
あ
る
。
午
前
七
博
に
は
藤
・
出
雲
路
・
柴
田
三
先
生
を
始
め
卒
業

生
・
學
生
の
京
都
里
謡
に
集
る
者
二
十
乱
費
、
途
申
大
阪
か
ら
聖
駕
も
あ
り
、

緊
縛
適
言
和
束
和
歌
山
騨
に
降
り
立
つ
者
丁
度
…
∴
牽
名
と
な
っ
た
。

　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
鰹
前
敗
宮
、
國
懸
瀞
富
、
騨
よ
り
東
へ
歩
行
籔
町
鳥
居
を
く
“
れ
ば
、
垂
直

に
北
に
蓮
る
参
道
を
軸
と
し
て
、
左
に
臼
前
大
臣
を
祭
る
日
航
剛
冨
、
宿
に
國

懸
大
瀞
を
奉
祀
す
る
國
懸
宮
が
あ
り
、
　
一
は
巨
像
鏡
野
は
日
矛
を
御
駕
代
と

す
る
と
傳
へ
て
る
る
。
臼
像
鏡
及
臼
矛
に
闘
す
る
薦
話
は
更
に
説
く
迄
も
な

い
が
、
由
來
”
耽
の
爾
大
恥
は
即
ち
天
照
大
憩
の
魏
姿
と
せ
ら
れ
、
覇
家
の
御

崇
敬
極
め
て
、
厚
か
っ
た
こ
と
は
天
武
挙
城
文
徳
清
和
の
雁
朝
、
幣
吊
、
憩
封

或
は
三
舞
与
を
奉
獄
さ
れ
た
こ
と
が
史
に
見
え
、
又
延
喜
式
に
は
、
名
憩
大
髄

に
列
し
、
勝
年
月
次
新
喜
の
諸
祭
及
び
特
に
相
醤
の
祭
に
も
宮
幣
に
預
っ
て

み
る
例
に
よ
っ
て
も
適
せ
ら
れ
る
Q
更
に
此
の
御
零
と
既
の
紀
の
土
地
と
の

閣
…
係
に
は
、
天
蓮
根
命
を
始
組
と
す
る
零
墨
塾
家
が
蓮
綿
と
し
て
此
の
瀞
の

司
祭
奉
灘
に
當
O
今
に
及
ん
で
み
る
聖
意
血
巌
的
な
永
い
深
い
繋
り
が
あ
り

近
く
は
徳
川
紹
駕
鼠
が
初
め
て
紀
伊
に
入
圃
勒
す
る
や
、
先
づ
既
の
爾
…
霞
の
融
殿

第
二
十
一
巷
　
第
四
雛
　
　
入
七
九

（　2・　Ol　）


